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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、企業収益や雇用情勢に改善が見られるものの、原油安や海

外経済の下振れにより、円高・株安が進行し、個人消費が伸び悩むなど、先行きは不透明な状況が続いております。

当社グループにおきましては、原油価格の下落により、費用面においては船舶燃料費が大幅に軽減されましたが、

同時に収入面において燃料油価格変動調整金収入が減少しました。

このような状況の下、当社グループは、東京諸島の観光需要の掘り起しに取り組み、１月下旬より３月中旬にか

けて開催された大島の最大イベント「椿まつり」においては、13年ぶりに稲取航路を復活させるとともに、企画商

品を造成し、販売に注力するなど営業活動の強化に努めました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、旅客部門において旅客数は順調に推移しましたが、原油価格の

下落により、燃料油価格変動調整金収入が減少し、売上高は２４億５千４百万円（前年同期２５億２千５百万円）

となりました。一方、費用面では船舶燃料費の減少があり、営業損失は７千６百万円（前年同期営業損失７千２百

万円）、経常損失は７千１百万円（前年同期経常損失８千４百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は５千８

百万円（前年同期純損失１億１千６百万円）となりました。

　
セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、当第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変

更しており、前年同期比較については、前年同期の数値を変更後の区分に組替えて比較しております。

《海運関連事業》

主力の海運関連事業の旅客部門は、大島の最大イベントである「椿まつり」において、大島町と連携して東京都

の復興支援事業のＰＲの強化を図るとともに、企画商品を造成し、販売活動に注力しました。また、13年ぶりに稲

取航路を復活させ、新たなニーズの発掘に努めた結果、旅客は順調に推移し、全航路の旅客数は１５万５千人（前

年同期１５万２千人）となりました。一方、貨物部門は、一部の島において公共工事関連の輸送が増加したことに

より、貨物取扱量は全島で８万４千トン（前年同期８万トン）となりました。

この結果、当事業の売上高は、旅客数・貨物取扱量は順調に推移しましたが、原油価格の下落による燃料油価格

変動調整金収入の減少があり、１８億６百万円（前年同期１９億５千２百万円）となりました。一方、費用面では

船舶燃料費は減少したものの、営業利益は６千５百万円（前年同期１億２千７百万円）となりました。

　

《商事料飲事業》

当事業の中心となる商事部門は、一部の島における公共工事の増加に伴い、島嶼向けセメント販売が好調に推移

しました。この結果、当事業の売上高は３億３千３百万円（前年同期３億１百万円）、営業利益は２千５百万円（前

年同期１千８百万円）となりました。

　

《レストラン事業》

東京湾周遊のレストランシップ事業は、ホームページをはじめ情報発信力を更に充実させるとともに、営業活動

の強化に努めた結果、全クルーズでの利用客数は２万１千人（前年同期１万６千人）となり、当事業の売上高は１

億７千５百万円（前年同期１億３千３百万円）、営業損失は８千３百万円（前年同期営業損失９千９百万円）となり

ました。

《ホテル事業》

大島温泉ホテル事業は、「椿まつり」期間中の宿泊客が順調に推移した結果、当事業の売上高は１億５百万円（前

年同期１億１百万円）となりましたが、費用面において施設の整備等に取り組んだことにより、営業利益は１千万

円（前年同期１千１百万円）となりました。

　

《旅客自動車運送事業》

当事業の中心となる大島島内におけるバス部門は、「椿まつり」期間中の団体利用客が減少し、また、整備部門で

は燃料販売単価が値下りした結果、当事業の売上高は１億２百万円（前年同期１億８百万円）となりました。一方、

費用面では車両整備費用が増加したことから、営業利益は２千２百万円（前年同期３千万円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産、負債および純資産の状況）

当第１四半期連結会計期間末の総資産は１３６億７千３百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億５百万円減

少しました。その主な要因は、船舶の設備投資などにより有形固定資産が９千７百万円増加したのに対し、現金及

び預金などの流動資産が３億５百万円減少したことなどによるものです。

負債は９１億８百万円となり、前連結会計年度末に比べ７千７百万円減少しました。その主な要因は、返済によ

り借入金が１億３千８百万円減少したことなどによるものです。

純資産は４５億６千５百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億２千７百万円減少しました。その主な要因は、

利益剰余金が１億２百万円減少したことなどによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成２８年１２月期の業績予想につきましては、平成２８年２月１０日公表の数値に変更ありません。

　

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 （会計方針の変更）

　 企業結合に関する会計基準等の適用

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年

９月13日）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支

配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び

前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　 （会計上の見積りの変更）

当第１四半期連結会計期間より、一部の船舶について耐用年数を変更しております。この変更は、一部の船舶で、

従来の想定より長期間の使用が見込める延命工事を実施し、使用計画を見直したことによるものです。

　これにより、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純

損失はそれぞれ４百万円減少しております。

　

（４）追加情報

（法人税率の変更等による影響）

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等の法律」（平

成28年法律第13号）が平成28年３月29日に国会で成立し、平成28年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人

税率等の引下げ等が行われることとなりました。

これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の32.3％から、平成29年１月

１日に開始する連結会計年度及び平成30年１月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異について

は30.9％に、平成31年１月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異については、30.6％とな

ります。

この税率変更により、繰延税金資産が９百万円、繰延税金負債が０百万円それぞれ減少し、当第１四半期連結累

計期間に計上された法人税等調整額が12百万円、その他有価証券評価差額金が３百万円それぞれ増加しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,315 1,948

受取手形及び営業未収金 1,216 1,198

商品及び製品 57 49

原材料及び貯蔵品 246 254

繰延税金資産 71 126

その他 157 181

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 4,064 3,758

固定資産

有形固定資産

船舶 15,535 15,870

減価償却累計額 △8,743 △8,870

船舶（純額） 6,791 6,999

建物及び構築物 1,495 1,496

減価償却累計額 △1,016 △1,023

建物及び構築物（純額） 479 473

土地 277 277

建設仮勘定 114 1

その他 1,483 1,521

減価償却累計額 △1,221 △1,250

その他（純額） 262 270

有形固定資産合計 7,924 8,021

無形固定資産 133 129

投資その他の資産

投資有価証券 1,425 1,417

繰延税金資産 186 200

その他 226 225

貸倒引当金 △80 △80

投資その他の資産合計 1,756 1,763

固定資産合計 9,814 9,914

資産合計 13,878 13,673
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年３月31日)

負債の部

流動負債

営業未払金 724 692

短期借入金 1,491 1,518

未払法人税等 24 36

賞与引当金 37 145

その他 594 537

流動負債合計 2,872 2,931

固定負債

長期借入金 4,682 4,516

繰延税金負債 30 28

退職給付に係る負債 1,297 1,294

特別修繕引当金 209 243

その他 93 93

固定負債合計 6,313 6,177

負債合計 9,185 9,108

純資産の部

株主資本

資本金 1,100 1,100

資本剰余金 693 693

利益剰余金 2,560 2,458

自己株式 △8 △9

株主資本合計 4,345 4,242

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 170 162

その他の包括利益累計額合計 170 162

非支配株主持分 177 159

純資産合計 4,693 4,565

負債純資産合計 13,878 13,673
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年３月31日)

売上高

海運業収益 1,925 1,777

その他事業収益 600 677

売上高合計 2,525 2,454

売上原価

海運業費用 1,639 1,530

その他事業費用 605 654

売上原価合計 2,245 2,184

売上総利益 279 270

販売費及び一般管理費 352 346

営業損失（△） △72 △76

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 1 1

持分法による投資利益 - 9

助成金収入 8 -

補助金収入 - 9

賃貸料 3 3

その他 9 6

営業外収益合計 23 31

営業外費用

支払利息 26 23

持分法による投資損失 5 -

その他 3 2

営業外費用合計 34 26

経常損失（△） △84 △71

特別利益

固定資産売却益 4 -

特別利益合計 4 -

税金等調整前四半期純損失（△） △80 △71

法人税、住民税及び事業税 34 43

法人税等調整額 △6 △64

法人税等合計 28 △20

四半期純損失（△） △108 △51

非支配株主に帰属する四半期純利益 8 6

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △116 △58
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年３月31日)

四半期純損失（△） △108 △51

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 42 △8

退職給付に係る調整額 18 -

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 0

その他の包括利益合計 61 △8

四半期包括利益 △47 △60

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △55 △66

非支配株主に係る四半期包括利益 8 6
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

　
　（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

　
　（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成27年１月１日 至 平成27年３月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２

海運

関連事業

商事

料飲事業

レストラン

事業

ホテル

事業

旅客自動車

運送事業
合計

売上高

　外部顧客への売上高 1,925 266 133 100 99 2,525 - 2,525

　セグメント間の

　内部売上高又は振替高
27 34 0 0 9 72 △72 -

計 1,952 301 133 101 108 2,598 △72 2,525

セグメント利益

又は損失（△）
127 18 △99 11 30 87 △160 △72

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△160百万円には、セグメント間取引消去△1百万円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△158百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

　 ２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　
Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成28年１月１日 至 平成28年３月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２

海運

関連事業

商事

料飲事業

レストラン

事業

ホテル

事業

旅客自動車

運送事業
合計

売上高

　外部顧客への売上高 1,777 306 174 104 91 2,454 - 2,454

　セグメント間の

　内部売上高又は振替高
29 27 0 0 10 68 △68 -

計 1,806 333 175 105 102 2,523 △68 2,454

セグメント利益

又は損失（△）
65 25 △83 10 22 40 △116 △76

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△116百万円には、セグメント間取引消去0百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△117百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

　 ２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

３ 報告セグメントの利益又は損失（△）の算定方法の変更

当社は、平成27年４月１日付で組織変更を行い、全社管理部門の海運関連に係る組織を「運航本部」と

して区分いたしました。これに伴い、役務の提供関係がより明確になったことから、従来共通費用とし

ていた費用の一部を、前第２四半期連結累計期間より「海運関連事業」に配賦しております。

この結果、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間のセグメント利益が、「海運関連事業」で24

百万円減少し、「調整額」が同額増加しております。

　
　 ２．報告セグメントの変更に関する事項

当第１四半期連結会計期間から業績管理区分の見直しにより、従来「海運関連事業」としていた一部の取

引について、「商事料飲事業」に変更しております。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成しておりま

す。
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